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最先端の分子イメージング技術で
創薬・医療機器開発をサポート

医療産業の活性化・効率化を目指した分子イメージング研究拠点です。
製薬企業、医療機器メーカー、学内・学外の研究を支援しています。

⚫ サイクロトロン/Cyclotron

⚫ ホットラボ/
Hot Laboratory

陽子または重陽子をターゲットの原子核に照射し、PET核種を製造

ホットセルに自動合成装置を設置
安全にPET薬剤の合成が可能 薬剤の生体内分布を計測し、薬

効評価、薬効動態を観察

⚫ PETカメラ/PET imaging systems

⚫ IVIS workstation

化学発光や近赤外蛍光を用いた
非侵襲的な光イメージングが可能

11C 13N 15O 18F

64Cu 89Zr

製造可能なPET核種

PET核種製造
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半減期 =  20.3 min 9.97 min 2.03 min     109.7 min

12.7 h          78.4 h

PETイメージング：生体内での薬物分布と作用を非侵襲的に定量評価する技術
（Positron Emission Tomography；陽電子放出断層画像法）



mRNA-LNPは現在最も注目されるDDS技術の一つ
COVID-19パンデミックにおけるmRNAワクチンにより、その有効性が実証された。
現状の課題

LNPによる送達とトランスジーン発現の時空間的乖離
この乖離が、薬物動態（PK）と薬力学（PD）との関係予測を困難に
前臨床および臨床段階での動態評価方法が確立されていない

本研究ではRNA治療薬の体内動態評価の標準化に向けた具体的な解決策を提示
89Zrで標識したmRNA-LNPの体内動態をPETで可視化
組織分布・遺伝子発現・用量依存性を解析

核酸や抗体などの生体内高分子は、生理学的半減期が長い。

それらのPETイメージングには、
安定で半減期の長いPET核種が求められる。

長半減期PETイメージング核種
Zr-89の製造システムの確立

89Yターゲットホルダー 自動精製装置

78.4時間の半減期を有するポジトロン放出核種89Zrの製造・精製システムを確立
学外の放射線施設への譲渡も可能

DDS（Drug Delivery System）イメージング
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PETイメージング研究

非ヒト霊長類のPETイメージング

89Zr- DFO

42MBq/160nmol
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89Zr-DFO-DBCO合成

89Zr-DFO-DBCO

N3

+
DSPE-PEG-azide

PBS, 4℃、0.5 h

70%放射化学的収率

S
T

E
P

 2
S

T
E

P
 3

LNP-azide+89Zr-DFO-DBCOのClick反応

ALC-0315/DSPC/Chol/ALC-0159 =約46/12/40/2 mol%

ALC-0159(PEG脂質) （１：４）

マイクロ流路デバイスで混合

LNP-azide調製

EGFP mRNA
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PETデータからのmRNA‐LNPの推定量
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ラットPET試験

ゲルろ過クロマトグラフィーで精製 比放射能 0.26MBq/10μg

PETイメージング抗体開発に向けた
生体内安定性の評価
～89Zr標識IgGによるカニクイザルの
PETイメージング結果～

想定されるプローブ断片
（89Zr-Fab, 89Zr-DFO, 89Zr-oxalate）を
別途調製しPET撮像することで、
分解された代謝物の動態を可視化

Y-89にプロトン照射による 89Y(p,n)89Zr 反応で製造

ゲルマニウム検出器
（異核種のコンタミ無し）
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